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論 文 内 容 の 要 旨 
 

健康増進や疾病管理を行う上で、対象者のバイタルや生活習慣を測定評価することは極めて重要

である。近年では健康の維持増進や疾病管理における身体活動への関心が高まり、様々な目的で身

体活動量が測定されており、世界有数の長寿国である日本においては、特に高齢者の身体活動量を

測定し評価することの重要性は高い。 

身体活動量の測定には主観的・客観的方法が存在するが、自由行動下での測定には 3 軸加速度セ

ンサ搭載活動量計が広く使用され、日本人地域在住高齢者を対象とした研究もいくつか報告されて

いる。また、生活習慣病の罹患状況と身体活動量が関連することも報告されており、今後さらに高

齢化が進む日本では、生活習慣病を有する高齢者の増加が想定されることから、身体活動増進の意

義は高い。その検討を進める上で、生活習慣病に罹患している高齢者の身体活動量の実態を測定し

評価することは重要である。しかしながら、高齢者における活動量計の推定精度検証は歩行活動が

中心であり、家事などの非歩行活動の検証はなされていない。また、実際に地域在住高齢者を対象

に生活習慣病の罹患状況と活動量計で測定した身体活動量の関連を評価した研究は十分ではない。 

そこで、本学位論文は 3 軸加速度センサ搭載活動量計の日本人高齢者における身体活動強度推定

精度を検証し、同活動量計を用いて地域在住高齢者の生活習慣病の罹患状況と身体活動量との関連

を評価することを目的とした。 

第 1 章では、高齢者の身体活動測定方法および身体活動量と生活習慣病罹患状況との関連を報告

する先行研究を考証した。第 2 章では、高齢者における 3 軸加速度センサ搭載活動量計の身体活動

強度推定精度を検討し、その結果を若年者と比較した。第 3 章では、3 軸加速度センサ搭載活動量

計で測定した地域在住日本人高齢者の身体活動量と生活習慣病の罹患状況との関連を評価した。 

その結果、3 軸加速度センサ搭載活動量計による高齢者の身体活動強度推定は、中高強度身体活

動において過小評価する傾向が確認されたが、実測値に対して強い相関が認められ、高齢者におけ

る群間および群内比較には有用である可能性が示唆された。また生活習慣病を有する地域在住高齢

者の身体活動量は、生活習慣病の罹患数が多い男性、さらに特定の生活習慣病を有する男性は、罹

患なしの者と比較し身体活動量が少なく、特に非歩行活動が少ないことが明らかとなった。 

本学位論文の結果を総合的に考察するに、3 軸加速度センサ搭載活動量計は地域在住高齢者の身

体活動測定において、特に中高強度身体活動の活動強度を過小評価する結果が確認されたものの、

実測値に対して強い正の相関が認められ、高齢者における群間および群内比較には有用である可能

性が示唆された。また活動量計で測定した地域在住高齢者の身体活動量は、生活習慣病の罹患数が

多い男性、さらに特定の生活習慣病を有する男性は、罹患なしの者と比較して身体活動量が少なく、

特に非歩行活動が少ないことが明らかとなった。今後より適切に地域在住高齢者の身体活動を評価

するには、歩行活動や非歩行活動を区別し測定評価を行う必要があり、客観的にそれら活動を識別

可能な 3 軸加速度センサ搭載活動量計の活用が有用である可能性が示唆された。 


